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顕彰事業　組合員ホール部門 顕彰事業　最終審査ノミネート賞

組合員ホール

ホール内に「サービス介助士」の資格を取得した
スタッフがいることを周知する看板を設置

長期に渡る社会貢献活動に対し贈られた多数の感謝状

社会福祉協議会への継続的な寄付や　
知的障がい者の健康増進に寄与

香川県高松市に本社を置き、香川県、徳島県、東京都、

大阪府、滋賀県に17ホールを展開する株式会社グランド

商事・アドバンスは、地域・社会貢献活動として、植林活動、

フリーマーケット、避難場所提供、地域清掃活動、被災地

復興支援、スポーツ大会ボランティアなどに積極的に取り組ん

でいる。

特に、障がい者の支援に重点を置いており、障がい者

雇用に力を入れているほか、社員教育においても公益財

団法人「日本ケアフィット共育機構」が認定する「サービス

介助士」の資格を取得させ（現在、社内に36名）、お客様

や地域のイベント活動の中で細やかな人的支援活動を積

極的に行い、地域住民や自治体から高い評価を得ている。

ちなみにサービス介助士とは、高齢の人や障がいがある人

を手伝うときの「おもてなしの心」と「介助技術」を持ち、

相手に安心していただきながら手伝いができる人のことで

ある。

同社では障がい者の総合的支援を目的に、1989年から

ほぼ毎年、ホールのある高松市、宇多津町、美馬市などの

主要自治体の社会福祉協議会に寄付を行い、社会福祉

活動の充実に寄与している。また、高松市にある障がい者

継続就労支援施設である社会福祉法人「ひかりエコ・エン

ジニアリング会」に対してパチンコやスロットなどの廃棄台

を定期的に提供し、それを就労者が根気よく分類解体す

ることで、生きがいややりがいにつながるような支援を続け

ている。

さらに知的障がい者の体力づくりや健康維持の観点から、

スペシャルオリンピックスの活動に賛同し、協賛や人的支援

を行っている。昨年３月には、高松市の屋島レクザムフィー

ルドで開催された「スペシャルオリンピックス日本・香川設立

10周年記念事業チャリティラン」に協賛した。このイベント

は400mトラックを最大１時間で周回するというもので、120

名が参加して行われたが、同社の従業員4名が事務局ボ

ランティア、6名がランナーとして参加した。

■都府県方面部門
 ● 札幌方面遊技事業協同組合
　「平成30年北海道胆振東部地震への支援活動等」事業

●● 山形県遊技業協同組合
　「ギャンブル等依存症対策及び薬物乱用防止キャンペーン活動」事業

●● 奈良県遊技業協同組合　
　「子育て家庭支援『3人乗り自転車』の寄贈」事業

●● 広島県遊技業協同組合
　「小学校児童に対する交通安全教育活動への長期支援」事業

■支部組合部門
●● ●茨城県遊技業協同組合　つくば中央組合、つくば北組合および傘下ホール
　「おひさまサンサン生き生き祭り2019の開催について」事業

●● ●大阪府遊技業協同組合　高槻遊技業組合
　「府立支援学校に対するテントの贈呈」事業

●● ●福岡県遊技業協同組合　福岡東遊技場防犯組合
　「ニセ電話詐欺抑止対策モニター制度」事業

■組合員ホール部門
●● ●札幌方面遊技事業協同組合　株式会社合田観光商事
　「『募玉・募メダル』義援金による台風19号被災地への支援」事業

●● ●青森県遊技業協同組合　株式会社マルハン　マルハン弘前石渡店
　「登校時における児童の交通事故防止」事業

最終審査ノミネート賞

香川県　
株式会社グランド商事・アドバンス

「多角的な障がい者支援の継続」事業

誰もが平等に社会参加できる
「共生社会」の実現を目指す

株式会社グランド商事・アドバンス
代表取締役　会長・社長

平山 剛さん
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  80 社会貢献、社会還元　拠出額状況

 年別　拠出額と拠出件数

 年別　現金・物品の割合

   2019年拠出元別　拠出額と割合 

 2019年拠出元別　現金・物品の割合

  81 社会貢献、社会還元　拠出分野別状況

 2019年分野別　拠出額と割合

   2019年分野別　現金・物品の割合

  82 都府県方面別 社会貢献・社会還元金集計表（総金額）

  83 都府県方面別 社会貢献・社会還元件数集計表（総件数）

  84 2019年 社会貢献・社会還元の実施状況調査結果総評

資料提供 全日本遊技事業協同組合連合会（2019年全日遊連及び各都府県方面組合のデータ）

社会貢献活動
全国データ編●● 千葉県遊技業協同組合　大和商事株式会社

　「子どもの虐待のない社会支援活動」事業

●● ●福岡県遊技業協同組合　株式会社玉屋　
　「玉屋筑紫野店周辺の地域活性化活動」事業

●● ●熊本県遊技業協同組合　有限会社福徳開発　
　「～みんなの笑顔の為に『今』できる事～」事業

第15回「社会貢献大賞」については、2月末日に申請を締め切り、28都府県方面組合から65件の申請があった（昨年は

29都府県方面組合から72件）。内訳は、実施主体別で都府県方面22件、支部組合18件、ホール25件であった。

　3月26日（木）の常任幹事会の中で第1次審査会を実施し、4月9日（木）を締め切りとした「社会貢献活動審査委員会」

（杉浦正健委員長、野口昇委員長代行）による投票（新型コロナ感染症により一堂に会しての審査委員会は中止）を行った。

審査結果と顕彰事業の詳しい事業内容は、この「社会貢献活動年間報告書」に記載されている。 また、第1次審査で

選出され最終審査にノミネートされた事業には「最終審査ノミネート賞」を授与している。

2018年版年間報告書の最終審査ノミネート賞にて下記事業の記載漏れがございました。

・沖縄県遊技業協同組合「沖遊協愛の献血運動」事業

関係者の皆様には、大変ご迷惑をおかけ致しました。深くお詫び申し上げます。

訂正した記事はHPに掲載させていただいております。

募集と審査の結果

訂正とお詫び


